
紀伊半島大水害から10年以上が経ち、当時の被災箇所では新たな技術を活用した砂防施設の整備
が進んでいます。今回のキャンプ砂防では砂防事業の将来像を学ぶとともに、紀伊半島の地形、歴史、
文化にも触れることで、地域とともにある砂防事業について学んでいただきます。

今回の実施テーマは・・・
大規模災害からの復興の軌跡と砂防事業の将来像を描いて

▼事務所管内は世界遺産に登録された場所もあり見どころ満載です

金剛峯寺（和歌山県高野町） 谷瀬のつり橋（奈良県十津川村） 赤目四十八滝（三重県名張市）熊野古道（和歌山県那智勝浦町） 熊野那智大社（和歌山県那智勝浦町）

2025年

8/25
～8/29
開催！

完成した赤谷砂防堰堤（奈良県） 那智川の遊砂地整備（和歌山県） 完成した坂ノ下第３砂防堰堤（三重県）



紀伊山系砂防事務所の直轄砂防エリア■開催時期
2025年8月25日（月）から8月29日（金）の5日間

■開催場所
紀伊山系砂防事務所管内全域（奈良県、和歌山県、三重県）

■参加人数
５名程度
■実施スケジュール（予定）
深層崩壊箇所の見学、新技術体験、砂防工事施工現場見学、
大規模土砂災害対策技術センター見学 など

那智勝浦町上空より那智湾を望む

木津川水系
直轄砂防事業

紀 伊 山 系
直轄砂防事業

実施概要

※実施内容は変更となる場合があります。


